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シ

ー

ン

1
:

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

—

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

店

内

（

朝

、

た

い

焼

き

屋

の

店

内

。

壁

に

は

派

手

な

看

板—
"F

unny
T
aiyaki

T
om

!"

。
店

内

に

は

さ

ま

ざ

ま

な

た

い

焼

き

の

模

型

が

飾

ら

れ

て

い

る

。

）

ト

ム
（30

代

前

半

、

陽

気

な

米

国

人

、

た

い

焼

き

大

好

き

）

：

（

日

本

語

で

）

「

お

っ

は

よ

ー

ご

ざ

い

ま

ー

す

！

今

日

も

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

で

、
日

本

を

笑

顔

に

し

ま

す

よ

ー

！
」

（

カ

ウ

ン

タ

ー

の

向

こ

う

で

巨

大

な

ボ

ウ

ル

を

抱

え

、

生

地

を

混

ぜ

て

い

る

。

）

魚

住
（20

代

前

半

、

日

本

人

女

性

、
真

面

目

な

バ

イ

ト

）

：

（

溜

息

を

つ

き

な

が

ら

）

「

ト

ム

さ

ん

、

朝

か

ら

テ

ン

シ

ョ

ン

高

す

ぎ

ま

す…

。

今

日

は

何

を

作

る

つ

も

り

で

す

か

？

」

ト

ム

：

（

目

を

キ

ラ

キ

ラ

さ

せ

て

）

「

今

日

は

こ

れ

だ

よ

！

じ

ゃ

ー

ん

！

」

（

抹

茶

と

桜

の

写
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真

を

取

り

出

す

）

「

新

作

た

い

焼

き

、
そ

の

名

も—
—

『

春

香

る

う

い

ろ

う

た

い

焼

き

』

！

」

魚

住

：

（

困

惑

し

た

顔

）

「…

う

い

ろ

う

？

し

か

も

抹

茶

と

桜

っ

て…

、

和

菓

子

感

強

す

ぎ

ま

せ

ん

か

？

」

ト

ム

：

「

そ

の

通

り

！

で

も

考

え

て

み

て

。

た

い

焼

き

の

カ

リ

カ

リ

と

、

う

い

ろ

う

の

モ

チ

モ

チ…

最

高

で

し

ょ

？

」

（

魚

住

、

し

ば

ら

く

沈

黙

し

て

か

ら

、

諦

め

た

よ

う

に

）

魚

住

：

「

も

う

い

い

で

す…

や

り

ま

し

ょ

う

。

ど

う

せ

止

め

ら

れ

な

い

ん

で

す

か

ら

。

」

ト

ム

：

「

あ

り

が

と

う

、

魚

住

！

や

っ

ぱ

り

君

が

ナ

ン

バ

ー

ワ

ン

だ

よ

！

」

シ

ー

ン

2
:

試

作

開

始

（1
0

分

）
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（

店

内

の

調

理

場

。

ト

ム

が

巨

大

な

鍋

を

用

意

し

、

抹

茶

と

桜

の

う

い

ろ

う

生

地

を

練

り

始

め

る

。

）

魚

住

：

「

ト

ム

さ

ん

、

分

量

は

ち

ゃ

ん

と

計

り

ま

し

た

か

？

」

ト

ム

：
（

大

雑

把

に

材

料

を

放

り

込

み

な

が

ら

）

「

う

ー

ん

、

計

っ

た…

気

が

す

る

！

」

魚

住

：

「

気

が

す

る…

じ

ゃ

な

い

で

す…

。

」

ト

ム

：

「

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

て

、

魚

住

！

料

理

は

ア

ー

ト

だ

か

ら

、

感

じ

が

大

事

だ

よ

！

」

魚

住

：

（

心

配

そ

う

に

）

「

そ

の

感

じ

で

前

回

の

『

納

豆

た

い

焼

き

』

、

大

ク

レ

ー

ム

来

ま

し

た

け

ど

ね…

。

」

ト

ム

：

「

今

回

は

大

丈

夫

！

春

の

香

り

で

み

ん

な

ハ

ッ

ピ

ー

に

な

る

よ

！

」
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（

ト

ム

、

生

地

を

練

り

始

め

る

が

、

予

想

以

上

に

硬

く

て

苦

戦

。

）

ト

ム

：
「

う

ぉ

お

お

！
こ

れ

、
な

ん

て

硬

さ

だ

！

魚

住

、

う

い

ろ

う

生

地

っ

て

い

つ

も

こ

ん

な

に

パ

ワ

フ

ル

な

の

？

」

魚

住

：
（

ク

ス

ク

ス

笑

い

な

が

ら

）
「

た

ぶ

ん

、

練

り

す

ぎ

て

ま

す

よ

。

」

（

ト

ム

、

肩

を

揉

み

な

が

ら

ス

ト

レ

ッ

チ

。

）

ト

ム

：
「

肩

が

悲

鳴

を

上

げ

て

る

よ…

。
で

も

、

大

丈

夫

！

こ

れ

は

た

い

焼

き

へ

の

愛

の

痛

み

だ

！

」

（

魚

住

、

微

笑

み

な

が

ら

手

伝

う

。

）

魚

住

：

「

ト

ム

さ

ん

、

少

し

私

も

や

り

ま

す

か

ら

。

力

仕

事

だ

け

が

料

理

じ

ゃ

あ

り

ま

せ

ん

よ

。

」
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ト

ム

：

「

あ

り

が

と

う

、

魚

住

！

こ

れ

で

ア

ー

ト

が

完

成

す

る

！

」

（2

人

が

協

力

し

て

生

地

を

練

る

シ

ー

ン

を

コ

ミ

カ

ル

に

描

写

。

）

シ

ー

ン

3
:

新

作

お

披

露

目

—

オ

ー

プ

ン

直

後

（1
5

分

）

（

た

い

焼

き

の

焼

き

上

が

り

を

確

認

す

る

ト

ム

と

魚

住

。

焼

き

た

て

の

た

い

焼

き

か

ら

湯

気

が

立

ち

上

り

、

ほ

ん

の

り

抹

茶

と

桜

の

香

り

が

広

が

る

。

）

ト

ム

：

（

感

動

的

に

）

「

見

て

、

魚

住

！

こ

の

完

璧

な

フ

ォ

ル

ム

！

」

魚

住

：

（

微

妙

な

顔

で

）

「

確

か

に

香

り

は

い

い

け

ど…

売

れ

る

ん

で

す

か

ね

、

こ

れ

。

」
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ト

ム

：

「

心

配

無

用

！

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

の

フ

ァ

ン

は

冒

険

心

が

あ

る

ん

だ

よ

！

」

（

最

初

の

お

客

が

入

店—

中

年

の

女

性

、

常

連

の"

田

中

さ

ん"
。

）

田

中

さ

ん

：

「

お

は

よ

う

、

ト

ム

さ

ん

！

今

日

の

新

作

は

？

」

ト

ム

：

「

田

中

さ

ん

、

今

日

は

特

別

！

『

春

香

る

う

い

ろ

う

た

い

焼

き

』

で…

あ

な

た

の

心

も

春

に

し

ま

す

！

」

田

中

さ

ん

：

（

興

味

津

々

）

「

う

い

ろ

う…

？

珍

し

い

わ

ね

。

じ

ゃ

あ

一

つ

ち

ょ

う

だ

い

。

」

（

田

中

さ

ん

、
一

口

食

べ

て…

一

瞬

固

ま

る

。
）

田

中

さ

ん

：

「…

モ

チ

モ

チ

し

て

る

！

抹

茶

の

苦

み

と

桜

の

甘

さ

が

絶

妙

！

」

ト

ム

：

（

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

）

「

や

っ

た

！

大

成

功

！

」
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魚

住

：

（

安

堵

の

表

情

）

「

良

か

っ

た…

。

」

（

次

々

に

来

店

す

る

客

た

ち

。

ト

ム

は

さ

ら

に

テ

ン

シ

ョ

ン

が

上

が

り

、

店

内

が

盛

り

上

が

る

。

）

若

い

男

性

客

：

「

抹

茶

の

風

味

が

こ

ん

な

に

濃

い

と

は…

で

も

桜

の

甘

み

が

後

を

引

く

！

た

ま

ら

な

い

な

！

」

O
L

：「

う

い

ろ

う

の

モ

チ

モ

チ

感

が

癖

に

な

る

。

た

い

焼

き

で

こ

ん

な

体

験

は

初

め

て

！

」

（

こ

の

シ

ー

ン

は

さ

ら

に

、

外

国

人

グ

ル

ー

プ

の

来

店

と

驚

き

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

を

細

か

く

描

写

。

）

シ

ー

ン

4
:

S
N
S

で

の

爆

発

的

バ

ズ

り

（2
0

分

）
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（

ト

ム

の

新

作

た

い

焼

き

がS
N
S

で

話

題

と

な

り

、

さ

ら

に

多

く

の

客

が

押

し

寄

せ

る

。

）

高

校

生

カ

ッ

プ

ル

：

「

こ

れ

イ

ン

ス

タ

映

え

す

る

！

写

真

撮

ろ

う

！

」

（

た

い

焼

き

の

断

面

が

ア

ッ

プ

で

映

る

。

抹

茶

の

鮮

や

か

な

緑

と

桜

の

ピ

ン

ク

が

層

に

な

り

、

美

し

い

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

を

見

せ

る

。

）
S
N
S

ユ

ー

ザ

ー

1

：

「

た

い

焼

き

で

こ

ん

な

美

し

い

断

面

見

た

こ

と

な

い

！

」

S
N
S

ユ

ー

ザ

ー

2

：

「

見

た

目

だ

け

じ

ゃ

な

く

て

味

も

最

高

ら

し

い

。

行

っ

て

み

た

い

！

」

（

店

に

は

行

列

が

で

き

、

ト

ム

と

魚

住

は

大

忙

し

。

）

魚

住

：

「

こ

ん

な

に

忙

し

い

の

、

初

め

て

で

す…

。

」
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ト

ム

：

「

こ

れ

ぞ

、

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

の

力

だ

よ

！

」

シ

ー

ン

5
:

レ

ポ

ー

タ

ー

登

場

（1
5

分

）

（

店

内

が

大

賑

わ

い

の

中

、

テ

レ

ビ

局

の

レ

ポ

ー

タ

ー

が

取

材

に

訪

れ

る

。

）

レ

ポ

ー

タ

ー
（30

代

男

性

、
情

熱

的

な

口

調

）
：

（

マ

イ

ク

を

持

ち

店

内

に

）

「

こ

こ

が

い

ま

話

題

沸

騰

中

の

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

』

さ

ん

で

す

！

」

ト

ム

：
（

満

面

の

笑

み

で

登

場

）
「

よ

う

こ

そ

、

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

へ

！

今

日

は

最

高

の

春

の

味

を

お

届

け

し

ま

す

よ

！

」

レ

ポ

ー

タ

ー

：

「S
N
S

で

も

大

人

気

の

新

作

た

い

焼

き

、

そ

の

名

も

『

春

香

る

う

い

ろ

う

た

い

焼

き

』

！

抹

茶

と

う

い

ろ

う…

ど

ん

な

味

な

の

か

、

私

も

興

味

津

々

で

す

！

」

（

レ

ポ

ー

タ

ー

が

試

食

。

）
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レ

ポ

ー

タ

ー

：

（

目

を

閉

じ

て

味

わ

う

）

「

う

ん…

！

こ

の

モ

チ

モ

チ

感

、

ま

る

で

春

の

草

原

を

歩

い

て

い

る

よ

う

だ

！

抹

茶

の

深

い

味

わ

い

と

桜

の

香

り

が

、

口

の

中

で

舞

い

踊

る

！

」

（

観

客

も

次

々

に

た

い

焼

き

を

注

文

し

、

試

食

し

て

い

く

。

各

自

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

が

大

袈

裟

に

描

か

れ

る

。

）

若

い

女

性

客

：
「

こ

ん

な

た

い

焼

き

、
初

め

て

！

抹

茶

の

ほ

ろ

苦

さ

が

癖

に

な

る

！

」

外

国

人

観

光

客

：

「O
h
m
y
god,

this
is

like

eating
happiness!

」

（

店

内

は

歓

声

と

笑

顔

で

い

っ

ぱ

い

に

な

る

。
）

エ

ピ

ロ

ー

グ:

隣

町

の

ス

パ

イ

来

店

（5

分

）
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（

店

の

閉

店

間

際

、1

人

の

怪

し

げ

な

客

が

入

店

す

る

。

中

年

男

性

で

、

隣

町

の

た

い

焼

き

屋

の

店

主

と

判

明

。

）

ス

パ

イ

店

主

：

「

こ

れ

が

噂

の…

春

香

る

う

い

ろ

う

た

い

焼

き

か

。

」

（

た

い

焼

き

を

手

に

取

り

、

一

口

食

べ

る

。

）

ス

パ

イ

店

主

：

（

驚

愕

し

た

表

情

で

）

「

こ

ん

な

ア

イ

デ

ア…

！

真

似

で

き

る

わ

け

が

な

い…

！

」

ト

ム

：

（

に

こ

や

か

に

）

「

ど

う

ぞ

隣

町

に

も

春

の

風

を

届

け

て

く

だ

さ

い

ね

！

」

ス

パ

イ

店

主

：

（

慌

て

て

去

り

な

が

ら

）

「

こ

の

天

才

め…

！

」

（

魚

住

、

呆

れ

た

顔

で

ト

ム

を

見

る

。

）

魚

住

：

「

ト

ム

さ

ん

、

ま

た

変

な

伝

説

を

作

っ

ち

ゃ

い

ま

し

た

ね

。

」
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ト

ム

：

「

そ

れ

が

僕

の

生

き

が

い

さ

！

さ

あ

、

次

は

何

を

作

ろ

う

か

？

」

（

画

面

は

店

内

の

楽

し

げ

な

様

子

を

映

し

、

エ

ン

デ

ィ

ン

グ

へ

。

）

エ

ピ

ロ

ー

グ

2
:

閉

店

後

の

団

欒

（5

分

）

（

店

内

の

照

明

が

少

し

落

ち

着

き

、

ト

ム

と

魚

住

が

カ

ウ

ン

タ

ー

に

座

っ

て

い

る

。

調

理

場

に

は

作

り

過

ぎ

て

余

っ

た

う

い

ろ

う

た

い

焼

き

が

山

積

み

に

な

っ

て

い

る

。

）

魚

住

：

「

ト

ム

さ

ん

、

こ

れ…

ど

う

す

る

ん

で

す

か

？

」

ト

ム

：

「

も

ち

ろ

ん

食

べ

る

さ

！

ア

ー

ト

は

捨

て

ら

れ

な

い

！

」

（

ト

ム

、

た

い

焼

き

を

一

つ

手

に

取

り

、

大

口

を

開

け

て

食

べ

る

。

）
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ト

ム

：

「

う

ぉ

お

お

お

！

こ

の

モ

チ

モ

チ

感

、

何

回

食

べ

て

も

最

高

だ

ね

！

」

魚

住

：

（

苦

笑

い

し

な

が

ら

）

「

本

当

に

好

き

で

す

ね

、

た

い

焼

き…

。

」

（

魚

住

も

一

つ

取

り

、
恐

る

恐

る

口

に

運

ぶ

。
）

魚

住

：

（

驚

き

な

が

ら

）

「…
意

外

と

美

味

し

い

で

す

ね

。)

食

べ

続

け

る

二

人

。

咀

嚼

音

が

延

々

と

店

内

に

響

く

完
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